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鎌 倉 を 歩 く
鎌倉・歴史ハイク
実施日 2012年12月18日（日）
天 候 晴
Ｃ Ｌ 一柳 昭 S L 中村 友子
参加者 齋恵美子、岩井愛子、渡辺清、

佐藤金治、一柳昭、山口駿三、
伊東勝昭、涌井良明、島本陳
重、鈴木政三、鈴木恵美子、
安田三恵子、原口まり子、小
村井好枝、石附智江、中村友
子、伊藤久雄、石原勝正、岩
森明克、古川美恵子、関塚七
海、（ｹﾞｽﾄ矢作多恵子）計22名

費 用 品川駅⇒北鎌倉駅 690円
鎌倉駅⇒品川駅 690円

交通費計 1,380円
∼タイム 北鎌倉駅(9:00 9:10)六国見山

∼ ∼(9:40 9:50)散在ケ池(10:20 11
∼: 00 )大平山(昼食11:30 12 :10)

天園(12:15)貝吹地蔵(12:27)北
∼条のやぐら(12:38 12:43)大江

∼広元の墓(12:56 13:00)明王院
∼(13:15 13:20)華頂の宮邸(13:3

∼ ∼6 13 :46)衣張山(14:30 14:35)
名越切通(15:10)八雲神社(15:4
∼0 15:45)鎌倉駅(15:55)

今 回 は 古 都 鎌
倉の町を包み抱
えるように取り
囲む連山の尾根
道を歩く鎌倉歴
史ハイクを計画
した。
北鎌倉駅から住宅街を抜け六国
見山に着く。展望の良いこの山は
旧国名の相模（神奈川県）、武蔵
（神奈川県川崎市の一部、東京都、
埼玉県）、伊豆（静岡県の伊豆半
島）、安房（千葉県の南部）、上総

（ 千 葉 県 の 中
部 ）、 下 総 （ 千
葉県の北部）の
六ケ国が見える
ことから山名の
由来になってい
る。
六 国 見 山 か ら

鎌倉アルプスの北麓にある散在ケ
池（通称「鎌倉湖」）へ。ここは

２ つ の 尾 根 の
谷 間 に 水 が 溜
ま り 池 な っ て
お り 周 回 コ ー
ス は 山 と 同 じ
雰 囲 気 を 楽 し
め る 。 散 在 ケ
池 を 一 周 し た
後鎌倉で最も人気のある天園ハイ
キングコースを歩き大平山で昼食
をとる。

昼食後は天園、
貝吹地蔵、北条
のやぐら（北条
一門の墓）、大江
広元の墓（鎌倉
幕府創設期の功
労者でかの有名
な毛利元就の御

先祖様）、明王院
を経て華頂の宮邸
に着く。華頂の宮
邸は華頂の宮家の
別荘だったが現在
は鎌倉市に寄付さ
れ管理されており洋館と洋式庭園が
素晴らしい。
華頂の宮邸から少し戻った所から尾
根に取り付き巡礼古道に入る。巡礼
者の心を偲ぶ古道で沢山の庚申塚が
ある。この道から衣張山に登ると山
頂からは鎌倉市街、江ノ島、相模湾、
富士山、丹沢などが一望できる。
衣張山の山名の由来は源頼朝と北条
政子が夏に登った時に北条政子が雪
を見たいと言ったところ源頼朝が家
臣に命じて白い布を張り巡らし雪景
色に見立てたことから衣張山と名付
けられた言う。（昔から女性の我が儘
に男性が翻弄させられてきたのです）

この後は釈迦堂口
切通に行く予定で
したが、現在は崖
崩れのため通行止
のため元に戻り、
東勝寺跡、祇園山
ハイキングコース
はカットして名越

切通、八雲神社を経て鎌倉駅で解散と
なった。

（記・一柳 昭）
（写真提供・涌井良明）


